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展示会報告

ライフスタイル展「ｊ布エコロジー」の報告

「ＩＦＦＴ／インテリアライフスタイルリビング」が11月19日（水）～22日（土）の４日間、東京ビック
サイト東１・２・３ホールで開催されました。今回の展示企画は従来の「東京国際家具見本市」を様変り
させて、メサゴ・メッセフランクフルト（株）が運営し、高田公平氏と南村佳男氏のプロデュースによる
インテリア総合見本市として開催されました。その結果、来場者は26,912名（前年比118％）に増えま
した。「ＩＦＦＴ／インテリアライフスタイルリビング」メイン展示は、中央第２ホールに「2009年
ハイムテキスタイル」トレンド展示とホームテキスタイルに焦点を絞った「世界のテキスタイルエディ
ター」と「日本のライフスタイルブランド」のコラボレーション企画「heimtextil × lifestyle brands」
が実施されました。そのメイン展示の正面奥の所（間口36ｍ奥行き３ｍ）に当協会が「ｊ布エコロジー」
の出展を致しました。出展概要は、下記の13社の協賛企業と１社の協力企業によって会員20名が72点
の生地とクッション他小物類55点を出展しました。中央展示には古屋興一氏のピースフルネット（蚊帳）
をシンボル展示としてライフスタイルのイメージ演出をしました。
展示アンケートには309名の方からご回答を頂きました。ＢtoＢの展示会でのプロの方々から、テキス
タイルのエコロジー製品への関心度あり〈264名〉、「ｊ布エコロジー」の展示方法について良かったと
思う〈235名〉、展示作品へのお褒めの言葉「DNA感じる作品」などのご評価を得ました。
出展された朝比奈由起子氏・福井健二氏・古屋興一氏の３名の方がアンケート好評賞で表彰されました。
今回の「ｊ布エコロジー」展示は、日本のテキスタイルデザインに一石を投じることが出来たのではな
いかと思います。日本テキスタイルデザイン協会としてこれに驕ることなく一層の研鑽を重ね、世界に
発信するジャパンクリエーションの高揚に努力して、日本のテキスタイルデザイナーの地位を確立して
いく企画にしていく必要があります。「ｊ布エコロジー」展示企画は、当協会々員と賛助会員・協賛企
業による協力とご支援によってこれからも益々発展して行く内容でした。　　　　　　（東郷　清次郎）


